
フリーランスエンジニア向け案件検索

サイト

ポジショニング分析レポート

作成日：2025年10月30日

エグゼクティブサマリー

本レポートは、フリーランスエンジニア向け案件検索サイトの市場ポジ

ショニングを分析したものです。案件単価とサポート充実度の2軸で15の
主要サイトを分析し、各サービスの特徴と競合状況を明確化しました。

主要な発見：

高単価×フルサポート型：レバテック、Midworks、ギークスジョブが

激戦区

低単価×セルフサービス型：クラウドワークス、ココナラが価格競争

を展開

中間層：ITプロパートナーズ、クラウドテック等がバランス型として
成長

市場の二極化：高付加価値サービスと価格重視サービスに分化

ポジショニングマップ
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各象限の特徴分析

右上象限：高単価×フルサポート型

特徴：月額80万円以上の高単価案件が中心。専任コンサルタントによる

手厚いサポート、キャリア相談、契約サポートを提供。

該当サイト：レバテックフリーランス、Midworks、ギークスジョブ、フ

ォスターフリーランス、テックビズフリーランス



ターゲット：経験豊富なシニアエンジニア、高スキル人材

右下象限：高単価×セルフサービス型

特徴：高単価案件を提供するが、サポートは最小限。エンジニアの自律

性を重視。

該当サイト：該当なし（市場の空白地帯）

機会：新規参入の余地がある分野

左上象限：低単価×フルサポート型

特徴：比較的単価は低めだが、初心者向けの充実したサポートを提供。

該当サイト：該当なし（ニッチ市場）

潜在需要：フリーランス初心者向けサービスの可能性

左下象限：低単価×セルフサービス型

特徴：単価は低めだが案件数が豊富。エンジニア自身で案件を探し、直

接やりとり。

該当サイト：クラウドワークス、ココナラ、Workship



ターゲット：副業エンジニア、初心者、コスト重視層

主要サイト特徴解説

サイト名
単価レン

ジ
サポート特徴 ターゲット層

レバテックフリーラン

ス
80-150万円

専任コンサルタント、契約サポ

ート
経験豊富なエンジニア

Midworks 70-140万円 正社員並みの保障、福利厚生 安定志向のエンジニア

ギークスジョブ 80-160万円 15年の実績、充実サポート 高スキルエンジニア

ITプロパートナーズ 40-80万円 週2-3日案件、リモート充実
副業・時短志向エンジニ

ア

クラウドテック 30-70万円 クラウドワークス系列の安心感 中堅エンジニア

フリーランススタート 30-80万円 案件検索・比較に特化 情報収集重視層

クラウドワークス 5-40万円 セルフサービス、案件数豊富 初心者・副業エンジニア

ココナラ 5-30万円 スキル販売型、セルフサービス 個人・小規模案件志向

まとめと選び方のポイント

エンジニアレベル別おすすめサイト

シニアエンジニア（5年以上）：

レバテックフリーランス：最高単価を狙いたい場合

Midworks：安定性を重視する場合



ギークスジョブ：実績と信頼を重視する場合

中堅エンジニア（2-5年）：

ITプロパートナーズ：柔軟な働き方を求める場合

クラウドテック：バランス重視の場合

PE-BANK：地方案件も視野に入れる場合

初心者・副業エンジニア：

クラウドワークス：案件数の豊富さを重視

Workship：バランス型を求める場合

ココナラ：スキル販売から始めたい場合

選定時の重要ポイント

1. 自身のスキルレベルと市場価値の把握

2. 求める働き方（フルタイム/副業/リモート）の明確化

3. 必要なサポート内容の特定

4. 複数サイトの併用による機会最大化

5. 長期的なキャリア戦略との整合性

結論：フリーランスエンジニア向け案件検索サイト市場は、高単価×フ

ルサポート型と低単価×セルフサービス型に二極化が進んでいます。エ
ンジニアは自身のスキルレベル、働き方の希望、必要なサポート内容を

明確にした上で、戦略的にサイトを選択・活用することが成功の鍵とな

ります。




